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Ⅰ  題 名  

McCloskey 理 論 を ⽤ い た 実 ⾏ 機 能 の ア セ ス メ ン ト ―特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を も つ

⼦ ど も へ の 適 ⽤ を め ざ し て ― 

 

Ⅱ  全 体 要 旨  

本 研 究 の ⽬ 的 は ， ⽇ 本 の 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ特別な教育的ニーズ（ Special  

Educational  Need：以下， SEN とする）を も つ ⼦ ど も （ 以 下 ， 児 と す る ） の 実 ⾏

機 能 の 実 態 を 的 確 に 捉 え ， ⽀ 援 に つ な げ る こ と の で き る 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト の

開 発 と そ の 活 ⽤ の あ り ⽅ の 検 討 を ⾏ う こ と で あ る 。  

研 究 1 で は ， 主 に 2000 年 代 に 刊 ⾏ さ れ た 約 330 論 ⽂ を 調 査 し ， 実 ⾏ 機 能 の 概

念 ， 発 達 ， 測 定 法 ， ⽀ 援 の 研 究 動 向 を 明 ら か に し た 。 実 ⾏ 機 能 は 適 応 と 関 連 が あ

り ， 環 境 が そ の 発 達 に 影 響 す る こ と か ら ， 教 育 で も 重 要 な 役 割 を 果 た す と 考 え ら

れ る が ， 実 践 と 効 果 検 証 は こ れ か ら で あ る 。 ま た ， 実 ⾏ 機 能 の ⽀ 援 を 要 す る 児 に

利 ⽤ で き る 測 定 法 は ，⽇ 本 で 未 整 備 で あ る 。教 師 評 定 法 は 有 ⽤ だ と 考 え ら れ る が ，

課 題 型 と の 関 連 や 複 数 者 評 定 の 扱 い ⽅ 等 を 視 野 に ⼊ れ た 開 発 が 求 め ら れ る 。  

研 究 2 で は ， McCloskey の 実 ⾏ 機 能 理 論 を 整 理 し ， 包 括 的 実 ⾏ コ ン ト ロ ー ル モ

デ ル（ 例 え ば ，McCloskey et  al . ,  2009）の 第 2 層 ⾃ ⼰ 調 整 と 第 3 層 ⾃ ⼰ 認 識 ・ ⾃ ⼰

決 断 を 測 定 範 囲 と す る 教 師 評 定 尺 度 McCloskey Executive Funct ions Scale（ MEFS）

（ McCloskey,  2016）の ⽇ 本 語 版（ J-MEFS）を 開 発 し た 。⽂ 化 適 合 や 予 備 調 査 を 経

て ， 2019 年 収 集 の ⼩ 中 学 校 通 常 の 学 級（以下，通常級とする）在 籍 児 1187 名 の

ノ ル ム デ ー タ で 標 準 化 を ⾏ い ， 原 版 と 類 似 し た 記 述 統 計 特 性 を 確 認 し た 。 ま た ，

主 に ノ ル ム デ ー タ を ⽤ い て ， 確 認 的 因 ⼦ 分 析 に よ る 内 的 構 造 の 側 ⾯ か ら の 妥 当 性

の 証 拠 ， 教 師 に よ る 学 ⼒ 判 断 等 と の 収 束 的 ， 弁 別 的 な 妥 当 性 の 証 拠 等 を ⽰ し ， J-

MEFS が McCloskey 理 論 に 則 し た 形 で 実 ⾏ 機 能 の 発 達 を 捉 え ， 個 ⼈ 内 差 を 把 握 し

う る こ と を ⽰ し た 。 異 な る サ ン プ ル で の 検 討 や 臨 床 適 ⽤ 等 の 側 ⾯ か ら の 妥 当 性 の

検 討 が 課 題 と し て 残 さ れ た 。  

研 究 3 で は ， 16 事 例 の J-MEFS の 結 果 の 分 析 を 通 じ て ，McCloskey 理 論 を ⽤ い

た 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト は SEN 児 の 実 ⾏ 機 能 の 強 さ と困難を 捉 え ，⽀ 援 に 活 かせ

る指針が得ら れ る可能 性 や ，複 数 者 評 定 の 活 ⽤ 等 の留意点等 を ⽰ し た 。ま た ，3 ヶ
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⽉間の ⽀ 援 実 践 事 例 で は ， J-MEFS と他検 査 で 明 ら か に さ れ た 強みを 活 か し ，

McCloskey の ⽀ 援 ⽅略を ⽤ い た⾜場的 ⽀ 援 に よ り ， 内 的 コ ン ト ロ ー ル に よ る ⾃ ⼰

調 整 の 向上が 認 め ら れ た 。今後は さ ら な る 事 例 の蓄積と多⾓的 検 討 が必要 で あ る 。 

最後に ，主 に 実 践 的観点か ら McCloskey 理 論 を ⽤ い た 実 ⾏ 機 能 の ア セ ス メ ン ト

と ⽀ 援 の あ り ⽅ を 討 論 し た 。 そ し て ， 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン トツー ル や 本 ⼈ 主体の

well-being の追求 を 視 野 に ⼊ れ た ア セ ス メ ン ト モ デ ル の提供等 に よ る 学問的 ， 実

践 的貢献に つ い て触れ る と と も に ， 本 研 究 の限界および今後の 課 題 を 論 じ た 。  

 

Ⅲ  ⽬ 的 と 章 構 成  

本研究の⽬的は，⽇本の SEN 児の実⾏機能の実態を的確に捉え，⽀援につ

なげることのできる実⾏機能アセスメントの開発とその活⽤のあり⽅を検討

することである。研究は⼤きく 3 つに分かれる。【研究 1】実⾏機能の研究動

向の整理では，実⾏機能の定義，発達，測定，⽀援に関する最近の研究を概観

する。【研究 2】実⾏機能アセスメント開発研究では，McCloskey の実⾏機能理

論を整理した上で，教師評定の実⾏機能尺度である MEFS（ McCloskey,  2016）

の⽇本語版（ J-MEFS）の開発と妥当性検証を⾏う。【研究 3】McCloskey 理論

を⽤いた実⾏機能アセスメント臨床的活⽤研究では， J-MEFS の適⽤事例の分

析を通じて，McCloskey 理論を⽤いた実⾏機能のアセスメントと⽀援の臨床的

有⽤性について検討する。最後に，【総合考察】として，McCloskey 理論を⽤い

た SEN 児の実⾏機能アセスメントのあり⽅について，実践的，臨床的観点か

ら討論を⾏い，本研究の学問的，臨床的貢献，そして，限界と今後の課題につ

いて論じる。章構成は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

第 １ 章  問 題 の 所 在 と ⽬ 的   
第 1 節  本 研 究 の 背 景 と 問 題 の 所 在  
第 2 節  研 究 全 体 の ⽬ 的 と 構 成  

第 ２ 章  実 ⾏ 機 能 の 研 究 動 向 【 研 究 1】  
第 1 節  実 ⾏ 機 能 の 概 念   
第 2 節  実 ⾏ 機 能 の 発 達    
第 3 節  実 ⾏ 機 能 の 測 定   
第 4 節  実 ⾏ 機 能 の ⽀ 援 の 現 状   
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第 5 節  「 実 ⾏ 機 能 の 研 究 動 向 」 の 考 察   

第 ３ 章  実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト 開 発 研 究 【 研 究 2】  
第 1 節  McCloskey の 実 ⾏ 機 能 理 論 と ア セ ス メ ン ト ， ⽀ 援  
第 2 節  Japanese McCloskey Execut ive Funct ions  Scale  （ J-MEFS） の 標 準 化  
第 3 節  J -MEFS の 妥 当 性 検 証   
第 4 節  「 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト 開 発 研 究 」 の 考 察   

第 ４ 章 McCloskey 理 論 を ⽤ い た 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト 臨 床 的 活 ⽤ 研 究 【 研 究 3】  
第 1 節  ⽬ 的 と ⽅ 法  
第 2 節  16 事 例 の 全 体 的 傾 向 の 分 析  
第 3 節  J -MEFS を 活 ⽤ し た ⽀ 援 実 践   
第 4 節 「 McCloskey 理 論 を ⽤ い た 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト 臨 床 的 活 ⽤ 研 究 」 の 考 察   

終 章  総 合 考 察   
第 1 節  本 研 究 の 概 要  
第 2 節  討 論 ： McCloskey 理 論 を ⽤ い た 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を も つ ⼦ ど も の 実 ⾏

機 能 の ア セ ス メ ン ト の あ り ⽅  
第 3 節  本 研 究 の 学 問 的 ・ 実 践 的 貢 献  
第 4 節  本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

⽂ 献  
博 ⼠ 論 ⽂ に 関 係 す る 論 ⽂ と 研 究 発 表 （ 要 約 に は 含 め て い な い ）  
謝 辞 （ 要 約 に は 含 め て い な い ）  
資 料 （ 要 約 に は 含 め て い な い ）  

 

Ⅳ  各 章 要 約  

第 1 章  問 題 の 所 在 と ⽬ 的  

実⾏機能（ Executive Function）は研究者によって様々に定義されているが，

本研究では  “Executive functions are direct ive capacit ies that  are responsible for  a 

person’s abil i ty to engage in purposeful ,  organized,  s trategic,  self-regulated,  goal-

directed processing of perceptions,  emotions,  thoughts,  and act ions.  （McCloskey 

et  al . ,  2009,  p.15） ” （名越訳：実⾏機能とは，知覚，感情，思考，⾏動が，組

織的，⽅略的に⾃⼰調整され，⽬標に向けて働くように⽅向づける能⼒である）

とする。対象者に⼩学⽣を含むメタ分析研究は，発達障害児者は実⾏機能の問

題を⽰し（例えば， Pievsky & McGrath,  2018; Demetriou et  al . ,  2018），⻑期縦断

研究（ Fossum et  al . ,  2021）は，実⾏機能の問題と⽀援ニーズが持続することを

明らかにしている。実⾏機能は⼦どものその時点や将来の適応の重要な予測指

標であり（例えば，Moffit t  et  al . ,  2011; Robson et  al . ,  2020），基礎研究のみなら
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ず発達⽀援の対象として世界中で注⽬を集めている（森⼝ ,  2021， p44）。  

近年，⽇本の学校においても，⾃⼰調整した学び（⽂部科学省 ,  2021）等の

主体性や⽬標志向的な⾃⼰調整が重視されている。また，⼩ 中 学 校 の 通 常 級 の

8.8％が 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を もち，⽀ 援 を 要 す る こ と が 明 ら か に さ れ た（⽂部科

学省 ,  2022）。こ の 調 査 結 果 は ，発 達障害に 特徴的 な困難に 関 す る項⽬ へ の 教 師 の

回答に基づい ており ， 発 達障害の診断 を受けて い る 児 の 割 合 で は な い が ， 実 ⾏ 機

能 に困難を抱え や す い 発 達障害児 も多数含むと 考 え ら れ る 。今後，実⾏機能の発

達を促すような指導⽀援に対する教師の関⼼はさらに⾼まると予想される。  

実⾏機能の代表的なアセスメント法は，実⾏機能を要する課題に取り組ませ

る課題型と教師等による報告型である（ Soto et  al . ,  2020; Zelazo et  al . ,  2016）。

課題型と報告型の関連は弱く（ Soto et  al . ,  2020; Toplak et  al . ,  2013），構造化さ

れた場 ⾯における遂⾏を測る課題型よりも，⽇頃の様⼦の観察に基づく報告型

の⽅が⽣態学的妥当性は⾼いとされる（Demetriou et  al . ,  2018; Toplak et  al . ,  

2013）。報告型のアセスメント法は，報告者間の⼀ 致 率の低さがたびたび問題

視されるが，宇 佐 美 他（ 2012）は，不 ⼀ 致の理由を整理することで臨床上重要

な情報がもたらされると述 べている。しかし，⽇本では，⼦どもの実⾏機能を

測定するために，実⾏機能の下位要素の⼀部を測定するものを作 成したり，⽇

本で標準 化されていない翻訳版を使⽤したりしていることが多く，⼦ども向け

の実⾏機能のアセスメントの整備が切 望されている。  

SEN 児への対応が急 務とされる⼩中学校で専 ⾨ 家が直 接的なアセスメント

を⾏うことが難しい現 状，実⾏機能に及 ぼす環 境や⽂化の影 響（例えば，

Schirmbeck & Maehler,  2020），そして，実⾏機能アセスメントにおける困 難と

強みの両⽅の把 握と本⼈の主体的関与の重要性を考慮し， 5―18 歳向けの教師

評定尺度 MEFS（McCloskey,  2016）が⽇本で利⽤できるのではないかと考えた。 

本研究の⽬的は，⽇本の SEN 児の実⾏機能の実態を的確に捉え，⽀援につ

なげられる実⾏機能アセスメントの開発とその活⽤のあり⽅の検討である。  

 

第 2 章  実 ⾏ 機 能 の 研 究 動 向 に 関 す る 研 究 【 研 究 １ 】  

1.  ⽬ 的   
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実 ⾏ 機 能 の 4 つ のテーマ（ 概 念 ， 発 達 ， 測 定 ， ⽀ 援 ） の 研 究 動 向 を 整 理 し た 。  

2 .  ⽅ 法   

概 念 ，発 達 ，測 定 に 関 し て は ，各テーマを 扱って い る 2016―2022 年 刊 ⾏ の 査読

つ きレビュー 論 ⽂ か ら広げ る 形 で ， 主 に 2000 年 代 の 関 連 の国内外論 ⽂ を 調 査 し

た 。 ⽀ 援 に 関 し て は ，システマティックレビュー や公的 教 育 機 関および研 究 機 関

の web サイト上の 教 育 に 関 す る情報整 理 の⼿法 を ⽤ い た 。研 究１全体で ，国内外

約 330 の 論 ⽂ を 調 査 し た 。  

3 .  結 果 と 考察   

実 ⾏ 機 能 は ， 学業や対⼈ 関係，将来の社会的成功や健康等 の 適 応 の 予 測指標 で

あ る（ Robson et  al . ,  2020）。定義は 合意が得ら れ ておらず，関 連 し 合 う 複 数 の 構成

要素や 機 能 を 包含す る多次元的 な 特徴を持つ多様な モ デ ル が提案さ れ て い た

（ Souissi  et  a l . ,  2022 ） が ， そ れぞれ に 教 育 へ の ⽰唆に富んで い た 。 例 え ば ，

McCloskey et  al .（ 2009） の 包 括 的 モ デ ル は ， ⼦ ど も が 教 師 の期待通 り の 調 整 を ⾏

う こ と で は なく， ⾃⾝と他者 の well-being の追求 が ⽀ 援 のゴー ル で あ る と気づか

せてくれ ，脳内 の低次・⾼次処理 の交互作⽤ を ⽰ し た Blair（ 2014） の モ デ ル は ，

実 ⾏ 機 能 を阻害す る よ う な ス トレス状態 に注意を払う必要 性 を 理解させてくれ る 。  

実 ⾏ 機 能 の成熟は乳児期か ら成⼈期の早い時期ま で の⻑期に渡る 。貧困の 発 達

阻害的 影 響（ 例 え ば ，Doan & Evans 2020）や 集団規範（ 例 え は ，Doebel  & Munakata,  

2018） が 実 ⾏ 機 能 に及ぼす 影 響 等 の知⾒は ， 実 ⾏ 機 能 の 発 達促進的 な 環 境 整 備 の

重 要 性 を ⽰唆し て い た 。 調 査 範 囲 における海外の 実 ⾏ 機 能 の介⼊ 研 究および⽶国

の 特 別 な 教 育 における 実 ⾏ 機 能 の ア セ ス メ ン ト や ⽀ 援 の 実 践 は限ら れ て い た が ，

インクル ーシブなカリキュラム デザイン に ⽤ い ら れ る 学びのユニバー サ ル デザイ

ン（ Universal  Design for  Learning：以 下 ，UDL と す る ）の最新版ガイドライン（ CAST, 

2024） で は ， 実 ⾏ 機 能 が 重 視 さ れ て い る 。 OECD（ 2024） も UDL に注⽬ し て い る

こ と か ら ， UDL や 実 ⾏ 機 能 の 考 え ⽅ が世界の 教 育 に浸透し て いくと 予想さ れ る 。 

こ う し た 教 育全体で の取り組みに加え て ， よ り 個 別 的 に 実 ⾏ 機 能 の ⽀ 援 を 要 す

る SEN 児 に対し て使え る 測 定 法 が必要 で あ る が ，⽇ 本 における 測 定 法 の 整 備 は こ

れ か ら で あ る 。⼀⽅ ，欧⽶で は 実 ⾏ 機 能 の 測 定 法 が 複 数 開 発 さ れ ， 研 究 も蓄積さ

れ て い る 。 本 研 究 で は ， 教 師 に よ る報告型 測 定 法 は⽣態 学 的 妥 当 性 が⾼い （ 例 え
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ば ， Robson et  al . ,  2020） が ， 課 題 型 測 定 法 と の相関 の弱さ が繰り返し指摘さ れ て

い る （ 例 え ば ， Toplak et  al . ,  2013） こ と を 確 認 し た 。 ま た ， 複 数報告者間の不⼀

致を ど の よ う に 扱 う こ と で介⼊ や ⽀ 援 に 活 か す こ と が で き る か に つ い て ， De Los 

et  al .（ 2013,  2015） や McCloskey & Perkins（ 2013） の議論 を 整 理 し た 。 研 究 1 全

体を 通 じ て ， ⽇ 本 における ⼦ ど も 向けの 実 ⾏ 機 能 の 測 定 法 は ，解釈や ⽀ 援 等 へ の

活 ⽤ を 視 野 に ⼊ れ て 整 備 す る こ と の 重 要 性 が ⽰ さ れ た 。  

（ 注 ）研 究 1 に は ，埼 ⽟ ⼤ 学 教 育 学 部 紀 要 に 掲 載 さ れ た 論 ⽂（ 名 越 他 ，印 刷 中 ）を ⼀

部 改 変 し た も の が 含 ま れ て い る 。  

 

第 3 章  実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト 開 発 研 究 【 研 究 ２ 】  

1.  ⽬ 的  

McCloskey の 実 ⾏ 機 能 理 論 の 整 理 と 教 師 評 定 尺 度 MEFS（ McCloskey,  2016） の

⽇ 本 語 版 （ J-MEFS） の 開 発 と量的⼿法 に よ る 妥 当 性 検 証 を ⾏った 。  

2 .  ⽅ 法  

まず， 理 論 の 整 理 は ， McCloskey と そ のグル ー プ の 刊 ⾏物に基づい て ⾏った 。  

次に ， J-MEFS は ， 2017 年 の項⽬ 開 発 ， 2017―2018 年 の 予 備 調 査 を 経 て ， 2019

年 6―12 ⽉の 調 査 で 収 集 し た 通 常 級 在 籍 の ⼩ 中 学⽣ 1187 ⼈ を ノ ル ム デ ー タ と し

て 標 準 化 を ⾏った 。全調 査 は往復郵送法 を ⽤ い ，回答に あ た る 教 師 に は ，出席番

号等 で指定 さ れ た１児 の 評 定 を依頼し た 。 ノ ル ム デ ー タ は ⽇ 本 の 通 常 級 の 代表性

を持たせる た め ， 通 級 の 利 ⽤ （全体の 1.35%） を含むよ う に 調 整 し た 。 通 級 ， ⽀

援員配置，担任に よ る配慮等 が あ る 等 の SEN 児 は全体の 6.15％で あった 。  

そ し て ， 妥 当 性 検 証 に は ，先の 標 準 化 調 査 と 2019 年 12 ⽉―翌年 3 ⽉に 実施し

た 妥 当 性 調 査 で 収 集 し た⾮ SEN 群 1114 ⼈ （男 556，⼥ 558） と SEN 群男 122 ⼈

を ⽤ い た 。原 版 に 準 じ ，Standards for  Educat ional  and Psychological  Test ing（ American 

Educat ional  Research Associat ion et  al . ,  2014） の枠組みで ， 主 に 内 的 構 造および他

の変数 と の 関 連 の 側 ⾯ か ら J-MEFS の 妥 当 性 を 検 証 し た 。  

3 .  結 果 と 考察  

脳の活性化から超⾃我 統合までの 5 層 か ら な る McCloskey の 実 ⾏ コ ン ト ロ ー

ル モ デ ル（ 例 え ば ，McCloskey et  al . ,  2009）の うち，第 2 層 ⾃ ⼰ 調 整（ 7 クラス タ ，
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実 ⾏キャパシティを 測 る 31 下位スケー ル ） 76 項⽬ と 第 3 層 ⾃ ⼰ 認 識 ・ ⾃ ⼰ 決 断

（ 2 クラス タ ， 実 ⾏キャパシティを 測 る 5 下位スケー ル ） 14 項⽬ ， 評 定 の⼀貫性

4 項⽬ ， 合 計 94 項⽬ の J-MEFS を作成し た 。男⼥別 の 4 学 年段階（低学 年 ， 中 学

年 ，⾼学 年 ， 中 学⽣） の換算表と プ ロフィー ル表を 整 備 し ， 原 版 と 類 似 し た 記 述

統 計 特 性 （ 性 別 ・ 学 年段階の得点分布， 内 的 整 合 性 等 ） が あ る こ と を 確 認 し た 。  

⾮ SEN 群（ 1114 ⼈ ）で の 確 認 的 因 ⼦ 分 析 ，⾮ SEN 群（ 1114 ⼈ ）および SEN 群

男（ 111 名 ） のクラス タ間相関 や ⽂脈間相関 の 分 析 結 果 は ， J-MEFS が McCloskey

の 理 論 に即し た 構 造 で あ る こ と を ⽰ し た 。ま た ，⾮ SEN 群（ 1102 ⼈ ）の 教 師 に よ

る 学 ⼒ 判 断 や ，少数 の SEN 群男で の問題 ⾏ 動 （ LDI-R の⼀部） と J-MEFS のクラ

ス タ や 第 2 層 ⽂脈と の相関 は ，先⾏ 研 究 や 理 論 か ら の 予 測 を ⽀持す る 形 で ，他の

変数 と の 関係の 側 ⾯ か ら 収 束 的 ， 弁 別 的 妥 当 性 の 証 拠 を ⽰ し た 。 こ れ ら の 結 果 は

J-MEFS が McCloskey 理 論 に 則 し た 形 で 実 ⾏ 機 能 の 発 達 を 捉 え ， 個 ⼈ 内 差 を 把 握

し う る こ と を ⽰唆し て い る 。ま た ，SEN 群男と⾮ SEN 群男のクラス タ間相関 や 学

年段階上昇に伴う得点推移等 の⽐較か ら ， J-MEFS が SEN 群の 実 ⾏ 機 能 の困難を

捉 え ，クラス タ や ⽂脈に 分けて 測 定 す る意義が あ る こ と を 考察し た 。  

最後に ，異 な る サ ン プ ル や SEN を も つ⼥児 ，障害種別 で の 検 討 ，他の ア セ ス メ

ン トツー ル と の 関 連 ，相関 分 析 以外の ⽀ 援 実 践 研 究 を 通 じ た 臨 床 的 な 妥 当 性 等 ，

更な る 妥 当 性 の 証 拠 の 収 集 が必要 で あ る こ と も ⽰ し た 。  

（ 注 ）研 究 2 に は ，⽇ 本 ⼼ 理 学 会 の 転 載 条 件 を 遵 守 し た 上 で ，⼼ 理 学 研 究 に 掲 載 さ れ

た 論 ⽂（ 名 越 ・ ⼭ ⼝ ・ ⽯ 隈 ，2025）を ⼀ 部 改 変 し て ⽤ い た 。ま た ，東 京 成 徳 ⼤ 学 応 ⽤

⼼ 理 学 研 究 の 掲 載 論 ⽂ （ 名 越 ・ ⼭ ⼝ ・ 飯 利 他 ,  2024） も 使 ⽤ し て い る 。  

 

第 4 章  McCloskey 理 論 を ⽤ い た 実 ⾏ 機 能 ア セ ス メ ン ト 臨 床 的 活 ⽤ 研 究【 研 究 3】  

1.  ⽬ 的  

SEN 児 の 実 ⾏ 機 能 の困難や 強みは ， J-MEFS の 結 果 に ど の よ う に表れ る の か ，

ま た ， McCloskey の 実 ⾏ 機 能 理 論 を ⽤ い た 実 ⾏ 機 能 の ア セ ス メ ン ト と ⽀ 援 は 有 ⽤

で あ る の か を 検 討 す る こ と を ⽬ 的 と し た 。  

2 .  ⽅ 法  

202x 年 6 ⽉―202x+1 年 3 ⽉，公⽴⼩ 中 学 校 の 通 級指導教室 5 つ と 2 専⾨機 関
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におい て ，通 常 級 在 籍 の「実 ⾏ 機 能 の困難が あ る と思われ る」SEN を も つ 16 事 例

の デ ー タ を 収 集 し た 。9 名 が ADHD や ASD の診断 を受けており ，明 ら か な知的 発

達 の遅れ は 認 め ら れ な かった 。 1 事 例 に対し て ， ⽀ 援 者 （ 通 級担当 者 と専⾨機 関

⼼理職）， 通 常 級 の担任，保護者 ， 本 ⼈ の 中 か ら 複 数 が 評 定 し た 。  

⽀ 援 者 の⾒⽴て 通 り の 実 ⾏ 機 能困難を ⽰ す低いパー セ ン タイル順位のクラス タ

が あ る こ と ， 個 ⼈ 内 差 （クラス タ 等間のパー セ ン タイル順位の ば ら つ き ） が あ る

こ と を仮説と し て 検 討 し た 。 ま た ， 複 数 者 評 定 の⼀致状況を探索的 に 分 析 し た 。

さ ら に専⾨性 の⾼い 通 級担当 者 に よ る 1 事 例 の 3 ヶ⽉間の ⽀ 援 実 践 を取り上げ ，

J-MEFS の解釈か ら ⽀ 援 ⽅針の共有 ， ⽀ 援 の 実際や対象事 例 の変容を 分 析 し た 。  

3 .  結 果 と 考察  

16 事 例 の J-MEFS の 結 果 に は低いパー セ ン タイル順位を ⽰ すクラス タ が あ り ，

⽀ 援 者 に よ る 実 ⾏ 機 能困難の⾒⽴て と 合致し ， J-MEFS が⽣態 学 的 妥 当 性 を 有 す

る こ と を ⽰唆し た 。 ま た ， 層 やクラス タ ， ⽂脈のパー セ ン タイル や項⽬ 評 定 に基

づく実 ⾏ 機 能 の状態 に 差 が あ る 事 例 が 複 数おり ， J-MEFS が SEN 児 の 実 ⾏ 機 能 の

強 さ と困難の両⽅ を 捉 え う る こ と を ⽰ し た 。 そ し て ， 実 ⾏ 機 能困難が あ る 児 の 結

果 は担任と 通 級担当 者 で同程度 で あ り ， 教 師 が⼀般的 な ⼦ ど も の 発 達 に照ら し て

みる と い う専⾨性 や J-MEFS の得点分布の 特徴が そ の 理由と し て 考 え ら れ た 。  

１事 例 へ の ⽀ 援 実 践 で は ， J-MEFS の 結 果 が ⽰ す ⾃ ⼰ 調 整 の 学習⽂脈優位性 と

知能 検 査 が ⽰ す⾔語 能 ⼒ の 強みを 考慮し ，McCloskey の 4 ⽀ 援 ⽅略が ⽤ い ら れ た 。

事 例 の変容と し て ， 内 的 コ ン ト ロ ー ル に よ る ⾃ ⼰ 調 整 の 向上が 認 め ら れ た 。  

⼩規模で あ る た め⼀般化 に は慎重 で あ るべき だ が ，16 名 の全体的傾向 と 1 実 践

事 例 の 分 析 は ， J-MEFS が SEN 児 の 実 ⾏ 機 能困難と 強 さ を 捉 え ， 内 的 コ ン ト ロ ー

ル に よ る ⾃ ⼰ 調 整 の 向上に つ な が る⾜場的 ⽀ 援 を可能 に す る と い う 臨 床 的 有 ⽤ 性

の 証 拠 の１つ に な る と 考 え ら れ た 。今後は ，多様な タイプ の 事 例 の蓄積と ，専⾨

性 や 教職年 数 の 異 な る ⽀ 援 者 に よ る 実 践 事 例 の多⾓的 検 討 が必要 で あ る 。  

 

終 章  総 合 考 察  

1.  McCloskey 理論を⽤いた実⾏機能のアセスメントと⽀援のあり⽅  

【研 究 1，2，3】を踏ま え て ，主に臨床的，実践的観点から，まず，McCloskey
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理論を⽤いた実⾏機能のアセスメントの あ り ⽅ を 論 じ た 。Table 1 に は ，J-MEFS

の⽤途，適⽤対象，評定者の選定， J-MEFS 以外の情報収集や解 釈について，

結論のみを⽰した。ここでは，複 数 評 定 者 に よ る J-MEFS の解釈を 以 下 に取り上

げ る 。 評 定 者間に不⼀致が⽣じ た場合 ， そ の背景を探る こ と で ， 臨 床 的 に 有 ⽤ な

情報が得ら れ る （ McCloskey & Perkins,  2013）。 例 え ば ， 評 定段階を表す頻度 の ⽤

語 の 捉 え ⽅ の違い （ McCloskey＆ Perkin,  2013）， 評 定 者 の ス トレスレベル （ Bernes 

et  al . ,  2021），⼦ ど も の 実 ⾏ 機 能 の作⽤ に 影 響 を及ぼす指導者 へ の信頼感（ 例 え ば ，

Michaelson & Munakata,  2016） や 集団規律（ 例 え ば ， Doebel  & Munakata,  2018） の

影 響 を 考慮す る と ， ⽀ 援指針の 検 討 に 役⽴つ と 考 え ら れ る 。 さ ら に ， ⾃ ⼰ 調 整チ

ェックシー ト （ J-MEFS の項⽬ に対応 させた ⼦ ど も ⽤シー ト ） を ⽤ い た SEN 児 ⾃  

 

Table 1 McCloskey 理論を⽤いた実⾏機能アセスメントの留 意点  

留 意 点  内 容  
J -MEFS の
⽤ 途  

・ 特 別 な ⽀ 援 や 合 理 的 配 慮 の 提 供 の 根 拠 と な る 実 ⾏ 機 能 の 困 難 を ⽰ す  
・ 実 ⾏ 機 能 の 個 ⼈ 内 差 か ら ⽀ 援 の 仕 ⽅ を 検 討 す る  
・ ⽀ 援 の 効 果 を 評 価 す る  

J -MEFS の
対 象  

・ ⼩ 中 学 校 通 常 の 学 級 で 学 び ， 実 ⾏ 機 能 の ア セ ス メ ン ト を 要 す る ⼦ ど も  
・ 以 下 の よ う な 様 ⼦ を ⾒ せ る こ と が あ る  

−気 持 ち や ⾏ 動 の コ ン ト ロ ー ル が 苦 ⼿  
−柔 軟 に 考 え た り ， ⾏ 動 し た り す る こ と が 難 し い  
−理 解 は し て い る よ う だ が ， ⾏ 動 や 学 習 へ の 取 り 組 み や で き が 安 定 し な い  
−⼒ は あ る が ， や る 気 が な い ／ わ が ま ま ／ 怠 け て い る よ う に ⾒ え る  

J -MEFS の
評 定 者  

・ 以 下 の 教 師 が 評 定 者 と な る  
−通 常 の 学 級 に お け る 対 象 児 の 様 ⼦ を よ く 知 っ て い る  
−⼀ 般 的 な ⼦ ど も の 発 達 と ⽐ 較 し て 評 定 で き る 教 職 経 験 が あ る  
−場 や 活 動 に よ っ て ⼦ ど も の 様 ⼦ が 異 な る 場 合 は ， そ れ ぞ れ の 場 の 教 師  

・ よ り 深 く 対 象 児 を 理 解 し た い 場 合  
−⼦ ど も の ⾃ ⼰ 調 整 チ ェ ッ ク シ ー ト も 利 ⽤ 可 （ 項 ⽬ 評 定 段 階 を 分 析 す る ）  

他 の ア セ
ス メ ン ト  

・ イ ン フ ォ ー マ ル な ア セ ス メ ン ト と し て ， 本 ⼈ お よ び 実 ⾏ 機 能 の 育 ち や 働 か
せ ⽅ に 影 響 を 与 え る 環 境 に 関 す る 情 報 を 収 集 す る  

−⼦ ど も の 背 景 情 報 （ Schneider  e t  a l . ,  2018 染 ⽊ ・ 上 野 訳 2023）  
−⽂ 化 や 社 会 的 慣 習 （ 例 え ば ， Schi rmbeck & Maehler,  2020）  
−家 庭 の 経 済 状 況 や 不 適 切 な 養 育 の 有 無（ 例 え ば ，Doan & Evans  2020） 等  

・フ ォ ー マ ル な ア セ ス メ ン ト は ，客 観 的 に 対 象 児 の 能 ⼒ を 把 握 し ，J -MEFS の
解 釈 の 裏 づ け や 補 ⾜ ， ⽀ 援 ⽅ 略 の 検 討 と ⽀ 援 指 針 作 成 に 利 ⽤ す る 。  

−知 能 検 査 ， 認 知 検 査  
−主訴と 関 わ る領域の 検 査 （ 学 ⼒ ， 適応⾏ 動 等 ）  

J -MEFS の
解 釈  

・ J -MEFS は原版同様 の流れ で 解 釈 す る （回答の ⼀貫性の確認 →第 2 層と第 3
層の ⽐ 較 →第 2 層⾃ ⼰ 調 整 →第 3 層⾃ ⼰ 認識・ ⾃ ⼰決断→項 ⽬ ）  
・複数評 定 者 情 報 ， 他 の ア セ ス メ ン ト結果 も 合 わ せ て総合 的 に 解 釈  
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⾝の ⾃ ⼰ 調 整 の 評 定 結 果 を ど の よ う に 活 ⽤ す る か も含め て ， J-MEFS の 評 定 者間

の⼀致・不⼀致の解釈の あ り ⽅ と ⽀ 援 へ の 活 か し ⽅ を 論 じ た 。  

次に，McCloskey 理論を⽤いた⽀援のあり⽅を述 べた。McCloskey（例えば，

McCloskey et  al . ,  2009）は，⽅向づけ，橋 渡し，外的コントロール，内的コン

トロールの 4 つの⽀援⽅略を提 案している。これらの⽅略に含まれる個々の⽀

援法は，従来から特別⽀援教育や⼼理教育的援助 サービスで扱 われてきたもの

であり，決して⽬新しいものではない。しかし，【研究 3】臨床的活⽤研究は，

J-MEFS の結 果と連動させることで，そうした⽀援法の体系的利⽤が可能にな

ることを⽰唆した。また，McCloskey 理論は，内的コントロールというゴール

に⾄るプ ロセスにおいて，今，何に⼒点をおいた⽀援を⾏えば良いのかの⾒通

しを⽀援者に与え，効 果的な⾜ 場的⽀援をもたらしうることも⽰した。  

【研究 3】の⽀援実践には，UDL のガ イ ド ラ インに対応する要素が多く含ま

れ，UDL は McCloskey の⽀援⽅略と好 相性であると考えられた。学習者の主

体性を重んじる UDL は，学びへのアクセスにとどまらず，学びの成 熟を促し，

実⾏機能を活⽤して学びを⾃ら取りできるようになることを⽬指しており，

Diamond & Lee（ 2011）が推 奨する前 頭 前 野の処理の必要度を段 階的に⾼める

ような活動をカ リ キ ュ ラ ム 全 般に埋め込 ん だ教育を可能すると考えられる。   

2.  本研究の貢献  

本研究の学問的貢献は，⽇本 の障害児⼼理 学 研 究 に 利 ⽤可能 な 実 ⾏ 機 能 の ア

セ ス メ ン トツー ル を提供し ， 認知能 ⼒ の 理解と ア セ ス メ ン ト における新た な 視点

を 特 別 ⽀ 援 教 育 や 学 校⼼理 学 に ⽰ し た こ と で あ る 。 ま た ， 実 践 的貢献は ， ⽀ 援 に

結びつく⼦ ど も ⽤ の 実 ⾏ 機 能 の ア セ ス メ ン トツー ル を提供し ， ⽀ 援 ニ ー ズ の あ る

本 ⼈ を尊重 し ，well-being を め ざ し た ア セ ス メ ン ト モ デ ル を提供し た こ と で あ る 。 

3.  本研究の限界と今後の課題  

本研究の 1 つ⽬の限界は，妥当性検討に⽤いた⼿法やデータにある。ノ ル ム

サンプ ル以外のデータでの分析，多様な事例の蓄 積，本⼈と協働したアセスメ

ントのあり⽅，UDL との組み合わせによる効 果検証等，多 ⾓的に更なる妥当性

検証を⾏う必要がある。2 つ⽬の限界は，教師以外の評定者の扱いの検討が不

⼗分な点であり，⼼理職等の専 ⾨ 家による J-MEFS 評定について考える必要が
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ある。 3 つ⽬の限界は， J-MEFS の対象者が⼩中学⽣に限られることであり，

より実⾏機能の必要度が⾼まる⾼校⽣への拡⼤は今後の課題である。4 つ⽬の

限界は，本研究のアセスメントと⽀援の範 囲が限られている点である。今後は，

体系的な⼼理教育プ ロ グ ラ ムの開発やその効 果検証も考える必要がある。  

 

Ⅴ  ま と め (結 果 ・ 考 察 )  

本研究の⽬的は，⽇本の SEN 児の実⾏機能の実態を的確に捉え，⽀援につ

なげられる実⾏機能アセスメントの開発とその活⽤のあり⽅の検討であった。 

⽂献研究【研究 1】で明らかにした実⾏機能の定義，発達，測定，⽀援に関す

る最近の研究動向を踏まえて，J-MEFSの開発と妥当性検証を⾏ない【研究 2】，

さらに J-MEFS を臨床事例に活⽤し，⽀援実践を分析した【研究 3】。これらの

研究を通じて，McCloskey 理論を⽤いた実⾏機能のアセスメントと⽀援は，発

達障害等のある SEN をもつ⼦どもの実⾏機能と強みと困 難を捉え，本⼈や周

囲の well-being の実現に向けた，本⼈の主体性を尊重した⾜ 場的⽀援に活かし

うることを⽰した。さらに，アセスメントや⽀援における留 意点も提⽰した。

このようにいくつかの側 ⾯で学問的，実践的に貢献できたが，同時に限界もあ

った。残された課題解 決に向けて，さらなる研究の継続が必要である。  
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